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※異種管用メカ型曲管φ100×45°（P×V）

※異種管用メカ型曲管φ100×45°（P×V）を切断し、接続すること。
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を切断し、接続すること。

新設管HPPEφ100
DP=0.80m

標準断面図(市道　二の丸線)
S=1：50

実  施  設  計  図
×
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※メカ型曲管φ100×45°（ポリ管用）を切断し、施工すること。

市道　二の丸線
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B.P.
[市道　二の丸線]

E.P.（No.7+4.8)
[市道　二の丸線]

新設空気弁φ25

(繊維補強ポリエチレン管)

PEジョイントφ100

EFベンド(両受)φ100×45°

EFベンド(両受)φ100×45°

メカ型曲管φ100×90°（ポリ管用）

メカ型曲管φ100×90°（ポリ管用）

PEジョイントφ100

小型空気弁φ25

B.P.
[市道　二の丸線]

E.P.（No.7+4.8)
[市道　二の丸線]

EFベンド（両受）φ100×90°
(繊維補強ポリエチレン管用）

EFベンド（両受）φ100×90°
（繊維補強ポリエチレン管用）

(繊維補強ポリエチレン管)

(繊維補強ポリエチレン管)
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配水管布設工　HPPEφ100　L=355.8m

[市道　二の丸線]

令和5年度　市道二の丸線外配水管布設替工事

令和　　年　　月　　日

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

作成月日

工 事 名

鹿児島県　いちき串木野市

令和5年度　市道二の丸線外配水管布設替工事

いちき串木野市　大里　松原　地内

図　示

平　面　図　・　配管詳細図

全　　2　　葉　　　　　第　　1　　号

※舗装厚は原形復旧とするものとする

市道　二の丸線　平面図
S=1:1000
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車道舗装構成（切土部）

区間ＣＢＲ1.0％未満

標　準　断　面　図 　S=1:50

表層工（密粒度アスファルト）t= 5cm

上層路盤工（粒調砕石）     t=10cm

下層路盤工（再生砕石）     t=10cm

改良工　　    　　　　    t=50cm

下層路盤工（シラス）  　   t=20cm

表層工（密粒度アスファルト）t= 5cm

上層路盤工（粒調砕石）     t=10cm

下層路盤工（再生砕石）     t=10cm

置換工（シラス）      　  t=35cm

置換工（シラス 砂）　　    　    t=15cm

下層路盤工（シラス）  　   t=20cm
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新設管HPPEφ75
DP=0.80m

土工断面②(HPPEφ75)
S=1：20平均H=1000

調整チップ

調整チップ

埋戻工
（シラス）

土工断面③(HPPEφ75)
S=1：20H=1200

調整チップ

埋戻工

（良質土）

調整チップ
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※既設異種管用メカ型曲管φ75×90°（P×V)を切断し、接続すること。

（振下）

（振戻）

～ ～
土工断面①(HPPEφ75)

埋戻工

（シラス）

S=1：20H=800

上層路盤工（粒調砕石）

下層路盤工（切込砕石）

本復旧仮復旧

※発生土の状況により、管保護に適さない場合には、監督員と協議すること。

※発生土の状況により、管保護に適さない場合には、監督員と協議すること。

(H=800 → H=1200) (H=1200)(H=800)(H=800)

実  施  設  計  図

E.P.（No.3+33.7）
[島内松原線]
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市道　島内松原線
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PEジョイントφ75

メカ型曲管φ75×45°（ポリ管用） メカ型曲管φ75×45°（ポリ管用） EFベンド（両受）φ75×45°

PEジョイントφ75

メカ型曲管φ75×45°（ポリ管用）

異種管用メカ型曲管φ75×45°（P×鋼管）
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既設HPPEφ75　H=800（R4年度施工済み）
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鹿児島県　いちき串木野市

令和5年度　市道二の丸線外配水管布設替工事

いちき串木野市　大里　松原　地内

図　示

平　面　図　・　配管詳細図
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※舗装厚は原形復旧とするものとする

令和5年度　市道二の丸線外配水管布設替工事

配水管布設工　HPPEφ75　L=183.7m

[市道　島内松原線]

松原地区　平面図
S=1:500

[市道　島内松原線]

No.1 No.2

配水管布設工　HPPEφ75　L=183.7m[市道　島内松原線]

土工断面①
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松原地区　配管詳細図
S=1:250

[市道　島内松原線]
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